
政令指定都市・区制移行30周年に当たり、さまざまなテーマに
沿って、これまでを振り返り、これからを展望していきます。

今月のテーマ「イノベーション
（技術革新）」

政令指定都市・区制移行30周年
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　ソフトウエア開発を基幹事業とする東
杜シーテック株式会社では、東北大学情
報知能システム（IIS）研究センターとの連
携により、最先端の画像処理技術や人工
知能（AI）を活用した新システムの開発に
取り組んでいます。その実例の一つが、超
音波を用いた魚の雌雄判別装置。タラや
サケは雌雄で取引価格が大きく異なりま
すが、人の目で選別するには長年の経験
と労力が求められます。そこに画像処理
技術やAI技術を取り入れることで、雌雄
の自動判別が可能に。作業効率の向上、高
度衛生管理（HACCP）対応に加え、漁業者
の高齢化や人手不足の解消にもつながる
ことが期待されています。
　この開発の契機となったのは、東日本
大震災。被害の大きかった沿岸部地域を
応援したいという思いから、気仙沼へ足
を運ぶようになりました。漁師の方々と
会話を重ねるにつれて漁業における課題
が浮き彫りとなり、その改善に情報通信
技術（ICT）を応用できそうだと確信。魚の
雌雄判別装置の実証実験や製品化をはじ
め、現在は魚の水揚げや魚種選別の自動
化なども構想中です。国内外に誇れる宮
城の漁業を守っていくためにも、少しで
もお役に立てる活動を続けたいと考えて
います。
　こうした新しいシステムの実現は、ソ
フトウエアの開発のみでは完結しません。

例えば人の手の動きに代わる装置を作る
となれば、ソフトウエア以外にセンサー
やロボットなども必要となり、それらを
製作する企業との連携が重要です。仙台
のICT企業それぞれに得意分野がありま
すので、お互いに力を合わせながら、新し
い領域を広げていきたいと願っています。
特に漁業や農業は今でも手作業が多いた
め、ICTの導入によって大きなイノベー
ションが見込める分野。宮城や東北の地
域課題にX-TECHイノベーションで応え
ていくことが、日本や世界の課題解決に
もつながれば幸いです。

最先端技術を漁業に活用し、
地域が抱える課題を解決
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■プロフィール／仙台を拠点にソフトウエアを開発する「東杜
シーテック株式会社」、東北大学の最先端技術を活用して産
学連携を推進する「情報知能システム研究センター」

本田 光正さん
（前列中央右）

東杜シーテック株式会社
代表取締役

鹿野 満さん
（前列中央左）

東北大学
情報知能システム研究センター
特任教授

ほか皆さん

魚の雌雄判別装置の開発など、X-TECHによる
新事業の創出が進められている
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